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研究成果の概要（和文）：小学校と中学校における「詳しい視力検査」を継続することで、近視の有病率を明ら
かにした。「詳しい視力検査」とは裸眼視力だけでなく、矯正視力、眼軸長、他覚的屈折度、自覚的屈折度、眼
球高次収差、角膜形状を測定する視力検診である。これらのデータから眼球高次収差が近視進行のリスクファク
ターであることあきらかにした。
強度近視が視機能障害をおこす原因は、眼球後部の形態異常である「後部ぶどう腫」に起因する。我々は眼底写
真や光干渉断層像など客観的に診断された後部ぶどう腫の存在する目の70%が小学校入学以降に近視が発症して
いたことをあきらかにした。

研究成果の概要（英文）：The prevalence of myopia was clarified by continuing the "detailed visual 
acuity test" at elementary and junior high schools. The "detailed visual acuity test" is a visual 
acuity examination that measures not only uncorrected distance visual acuity but also corrected 
distance visual acuity, axial length, objective refraction, subjective refraction, higher order 
aberrations (HOAs), and corneal topography. From these data, it was clarified that HOAs is a risk 
factor for myopia progression.
The visual dysfunction of high myopia is due to "posterior staphyloma", which is a morphological 
abnormality in the posterior segment of the eye. We found that 70% of eyes with posterior staphyloma
 were not myopic before entering elementary school. These posterior staphylomas were objectively 
diagnosed by fundus photography and optical coherence tomography.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究で近視の小中学生での頻度があきらかになり、その解析から近視進行のリスクファクターがあきらか
になった。また、近視の視機能障害の原因となる後部ぶどう腫の多くが小学生以降に発症していることもあきら
かになった。したがって、小学生以降に近視が進行するリスクがある子供を対象に近視進行抑制治療を行うこと
で、将来的な視機能障害さらには失明を予防できる可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国の小学生における１．０未満の頻度が過去最高となり、近視発症の低年齢化が問題とな
っている。世界的にもアジアを中心に近視が増加し、病的近視による視機能障害の増加が危惧さ
れている。一方、小中学校の視力検査は、１９７９年以降屈折検査が行われなくなり、文部科学
省の視力統計は裸眼視力による ABCD判定となり、現状では近視の頻度を正確に把握できない。 
小中学生を対象とする臨床研
究は学校や保護者の同意を得
られにくい、という側面がある
が、これまで申請者らは京都府
下の学校の協力のもとに学童
近視の実態調査について長期
の臨床研究をおこなってきた。 
具体的には、平成１４年から
４年間継続して同じ小学生の
眼軸長を測定し、小学３年生時
の眼軸長がその後３年間の近
視の進行や眼軸の延長を予測
することを見出した。また平成
２５年から京都府眼科学校医
会、京都府・京都市教育委員会
に協力をあおぎ京都府の２か
所の小学校で「詳しい視力検
査」を継続して行っている。「詳
しい視力検査」は裸眼視力、眼
鏡視力だけでなく、矯正視力検
査、他覚的屈折検査、眼軸長測定、角膜形状測定、高次収差測定を行う検査である。 
一方で申請者は平成１０年以降、屈折矯正手術の臨床研究にも従事しており、屈折矯正外来と
いう専門外来で約２０年にわたり強度近視患者を経過観察している。 
小学生で発症した近視が後部後部ぶどう腫を有する病的近視に進行するのかどうかは、可能
性が高いと考えられてはいたが、数十年の時間経過が必要で明確なエビデンスがあるとはいい
がたかかった。（図１）そこで、小中学生の近視の実態を調査し、さらにぶどう腫を有する病的
近視患者の発症年齢を調査することで、その因果関係を明らかにする必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
1) 「詳しい視力検査」を継続することで近視進行のリスクファクターを明らかにする 
① 小学生 1年生から中学生３年生までの近視の頻度の実態調査を行う。 
② 近視進行のリスクファクターを測定データからスクリーニングする 
③ 小学生入学後に発生した近視が現在の定義における強度近視となるリスクファクターを、既
報のデータも加味することで同定する。 
 

2) 病的近視患者の調査をすることで近視の発症時期を明らかにする 
④ 後部ぶどう腫を有する強度近視患者に問診調査を行うことで近視発症時年齢を調査する。 
⑤ 後部ぶどう腫を有さない強度近視患者を経過観察することで、後部ぶどう腫の発生のリスク
ファクターを同定するためのデータベースを構築する。 
 
 
３．研究の方法 
学童の近視の実態調査のため、平成２５年から京都市内の凌風学園で視力検査時により詳し
い眼パラメータの測定をおこなっている。毎年１学年ずつ測定を増やしており、凌風学園では小
学１年生から中学 3年生まで 9学年の測定を行うため、３日間で 800 人近い測定が必要である。
「詳しい視力検査」は以下の順序で全生徒おこなっている。 
イ)両眼開放オートレフラクトメーターで調節力をなるべく排除して屈折度測定 
ロ)波面センサーKR-1W を用いて角膜形状解析、角膜高次収差、眼球高次収差測定 
ハ)熟練した検査員により裸眼視力検査、矯正視力検査、自覚的屈折検査を施行 
ニ)非接触眼軸測定機器 IOL マスターで眼軸長測定 
 
後部ぶどう腫とは周囲の眼球形状よりも小さい曲率半径を有する局所的な突出でその客観的
な判定方法はいくつかある。後眼部の光干渉断層計（Optical Coherence Tomography：OCT）を
用いて曲率と眼底曲面の凸凹を定量してぶどう腫を判定する。次に広角眼底撮影で眼球面の変
化を複数の医師で確認することでぶどう腫の有無を判定する。詳しい問診をとることで、近視発
症の時期を同定する。 
 



 
４．研究成果 
これまで 7年間にわたる調査で、近視進行の
リスクファクターとなる因子は、眼軸長、屈折
度に加えて、角膜屈折力や眼球高次収差など今
まで重視されていなかった因子も影響がある
ことを明らかにした。（2019 年国際近視学会で
発表） 
 
客観的な診断により後部ぶどう腫の存在す
る目の 70%が小学校入学以降に近視が発症して
いたことをあきらかにした。（2019 日本眼科学
会）つまり、病的近視の多くは、学童近視から
発症していた。（図２） 
 このことで、小学生以降に近視が進行するリ
スクがある子供を対象に、「近視進行抑制治療」
を行うことで、将来的な視機能障害さらには失
明を予防できる可能性が示された。 
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